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「学校と地域との連携・協働」のポイント

１）学習指導要領

・「社会に開かれた教育課程」「家庭や地域社会との連携及び協働と学校

間の連携」

２）関連施策

・「地域との協働による高等学校教育改革の推進」

・「大学と地域の連携の促進」

３）『ESD推進の手引き』（2018）
・ 「自治体・地域の課題を把握する」「地域の持続可能性に対する理解」
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地方の 「廃校」問題 ©文部科学省
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小中高7,483校の廃校

■「廃校」の影響
・子どもの声が消える
・子育て世代が入らない
・地域そのものの消滅

■学校が取組む実践
・児童生徒数増加への手立て
・地域への愛着と誇り
・地域活性化の取組み

ESD→「地域の持続可能性」の課題化



遠山郷の概要（2018年当時）

・約1800人 （←飯田市人口約10万人）
・リニア新幹線開業（2028年？）
・三遠南信自動車道開通（2030年？）

■産業
・農業、林業,、観光業etc

■課題
・人口減少、高齢化、地域産業の衰退

■上村地区（416人）
・上村小学校（9人）、上村中学校→廃校

■南信濃地区（1433人）
・和田小学校（46人）、遠山中学校（32人） © Google
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遠山郷の地域資源

南アルプス・エコ/ジオパーク

霜月祭（国重要無形文化財）
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MAB戦略（2015-2025）目標３
・生物保存地域では〜地域レベルにおいてESDの運用
を可能にし、主流化する主要な役割を担う
・ESD活動が、全ての生物圏保存地域において市民社
会のあらゆるパートナーシップを含めて行われる。生
物保存地域は、モデルを普及させるESDの拠点の役割
も果たす



遠山郷ESD推進の体制構築（2018〜）

学校

教育

委員会
公民館
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学校運営協議会 小規模特認校制度

ESD地域創生拠点研究会

・立教大学ESD研究所
・企画課
・環境課

・移住定住推進課
・教育委員会（学校教育課）
・教育委員会（公民館）

まちづくり委員会

遠山３校のESD促進

「教育移住」の推進

信州やま保育の充実



飯田市立上村小学校
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■学校運営方針

・SDGS目標11の活用
・小規模特認校（市街地から通学）

（2018年：9人→2021：18人）
■先進的な教育活動

・歌唱・劇等の「表現力」の育成

・信州大学の支援によるICT活用

・自由進度学習への挑戦
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飯田市立和田小学校
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■「Welcome tea project」
・児童が栽培したお茶を市役所で販売

■ 東京都の高校との遠隔授業
・伝統文化の紹介、英語の授業

■ 長野県すみっこクラブ
・県内の中山間地の学校とのICT遠隔授業

■ 教育移住促進のチラシづくり
・東京郵便局から都内の子育て世帯に配布

■ 『親子留学』制度の導入（2022〜）
・3家庭5人の転入。38名から増加。

©和田小学校

「持続可能な和田小学校」



飯田市立遠山中学校
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■ 伝統文化の継承
・『霜月祭り』伝統の舞→博報賞（2019）

■ 全校学有林学習
・学有林整備・植樹
・絶滅危惧種保護

■ 生徒会活動
・SDGsを指針とした活動
・地域との交流

■ 「第1回絆プロジェクト」（2020〜）
・住民と「遠山郷の未来」を語り合う

@遠山中学校・飯田市・中日新聞

「持続可能な生徒会活動」



遠山3校の教員定例会（2020〜）

■目的

・3校のESD推進に係る情報交換と課題解決

■構成員

・管理職・教員代表・市教委指導主事・研究所

■議論の内容（9月〜月1回開催）

・3校の取組み交流

・小中連携のあり方（総合的学習の教育課程）

・遠山郷ESDの方向性
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基盤：遠山三校の小中一貫教育
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©遠山中学校

「持続可能な遠山郷実現に向けた取組」の開始（2020）



「和田宿にぎやかし隊」発足（2018〜）
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■目的
・地域の実践と学校教育を広く大らかに結ぶ
・ユネスコスクール加盟支援

■メンバー
・地域住民（保護者、商店主、協力隊etc）

■活動
・街道縁日（商店街活性化イベント）
・寺子屋（ゲスト：学校教員、地域住民、ICT関
係、映画上映）
・休業中の学習活動支援（自磨時間・ESD塾）
・婚活事業
・交流人口を増やすための各種事業

©ワダパゴス



南信濃1500委員会（2019〜）

■目的

・南信濃地区の定住人口を1500人にするための取
組みの検討

■設立の背景

・和田保育園/小学校の存続の危機

■構成員

・公民館長、まちづくり委員、保育園長、小中学校校
長、和田宿にぎやかし隊、地域おこし協力隊員

■協議内容

・関係人口の増加、教育移住の促進、保小の合同
行事、学校と地域の連携
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「遠山郷探検隊」の発足と活動（2020〜）©遠山郷探検隊
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・遠山郷出身者（20代）によるプロジェクト
・自然体験活動等のツアービジネス化
・まちづくり委員会への提案



「遠山郷フォーラム」（2021） まちづくり委員会・公民館主催

■趣旨：「遠山郷出身の若者が、活性化の取組み

を通じて、地域の魅力や可能性について語る」

■参加者：地域住民、中学生（生徒会）、小中学校

管理職、まちづくり委員、飯田市長

■キー発言

• 「未来へのバトンパス」（委員長）
• 「遠山郷は一つ」（主事）
• 「あんな人たちになりたい！」（中学生）
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第1回絆フォーラム
（2021.3.14：公民館＋中学校）

■ 趣旨：「中学生と地域住民が遠山郷の未来を語

り合う」

■ 参加者：2年生（生徒会）、地域住民、若者、

高校生、中１・３

■ 内容：中学生による企画・運営

①アイスブレーク

②ワークショップ

・遠山郷について思っていること

・遠山郷の価値と課題

・個人や団体で取組めること

③決意表明→「絆の木」

④合唱
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遠山郷ESD推進プロジェクトの成果と課題

▶ 成果

• 学校と公民館を拠点としたESD実践

• 地域住民間での「学び」の連鎖
• 若者をモデルとした中学生の成長

▶ 課題

・ 学校でのESD実践を継続していくこと

・ 人口減少の速度と地域活動の広がりの差

学校の持続
可能性

「学び」の

連鎖

地域の持続
可能性
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学校・公民館



ご静聴ありがとうございました
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